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審 査 の 結 果 の 要
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本研究は ､ 増加する 高齢の肝癌患者に対して , 臨床的特徴や桂皮的エ タノ
ー

ル注入 療法の 成績を明らかに

するため ､ 1 1 4 例 の 7 0 歳以 上の 高齢肝細胞疾患者につ い て ､ 後ろ向き ･ コ ホ
-

ト研究を試みた もの で あり ､

下記の 結果を得て い る ｡

1 二 且9 8 5 年から 1 9 9 0 年まで の 間は ､ 患者の 平均年齢が 6 0 歳で , 7 0 歳以上 の患者の 割合が 1 4 % で あ っ た

の が､
1 9 9 6 年から 1 9 9 7 年の 間は , 平均年齢が 6 5 歳で ､ 7 0 歳以上の 割合は 2 9 % と高齢化が認 められ

た ｡

2 . 7 0 歳以上 を高齢者群とし､ 7 0 歳未満を若年者群として 臨床像を比較した結 見 H B s 抗原の陽性率に

っ いて は若年者群で 有意に高く ､ 総 ビリル ビン値や血清アル ブミ ン値 とい っ た肝機能に関連した臨床

デ ー

タは ､ 両群間で 有意差がなか っ た o
しか し ､ 最大腫療径につ い て は､ 高齢者群が平均 3 2 m m と若

年者群の 2 8 m m に比 べ て有意に大きか っ た ｡

3 ｡ 肝細胞癌の再発率に つ い て ､ 両群間で 有意差は認め られなか っ た ｡

2 - 1



4 . 合併症率 につ いて ､ 両群とも 3 % 前後と低率で ､ 両群間で有意差は認 められなか っ た ｡

5 . K a p l a n
- M ei e r 法によ る初回経皮的エ タノ ー ル注入療法か らの生存率は ､ 若年者群が 5 年で 4 4 ･1 % ､

1 0 年 で 1 6 .8 % に対し ､ 高齢者群で 3 2 . 0 % , 7 .2 % と統計学的有意差を認めた ｡ 死 亡に寄与する因子 に

つ いて ､ C o x の比例ハ ザ ー ドモ デル で分析した結果 ､ 単変量お よび多変量解析 で も ､ 高齢者群で ある

こ とが統計学的に有意な因子 で ある ことが判明した ｡

6 . 心疾患や他臓器癒な どの肝非関連疾患による死 亡率は ､ 若年者群で 1 0 . 8 % に対し ､ 高齢者群で 1 1 .2 %

と有意差を認めなか っ た｡

7 .

■
若年者群の標準化死亡 比は 1 1 . 3 2 で あ っ たの に対し､ 高齢者群 で 3 . 7 8 とな り ､ 有意に低率で あ っ た o

以 上 本論文は 7 0 歳以 上の 高齢肝細胞癌患者の 臨床的特徴や経皮的エ タノ
ー

ル注入療法の成績 ､ 死 因を明

らか にし､ これ まで報告の 少なか っ た 高齢肝細胞癌者に対する経皮的局所療法の合筆劉生を示 したもの として ,

学位の授与に値する もの と考えられ る ｡
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